
 

                       １ 

 

・   

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

巻 頭 言 

NPO法人シーズネット理事長 奥田 龍人 

丸 く 生 き る 

2026年 
1月号 

通巻 289号 

令和8年1月1日 

シーズネット通信 

新年を迎え、また歳を取りますね。歳を重ねても、新し

い年には「今年こそは〇〇をやってみよう」と、思い描く

人が多いのではないかと思います。私もいくつかの決意を

新たにしますが、年末に振り返ると、やはり難易度の高い

目標はだいたいが実現していません。とはいえ、チャレン

ジする気概は持ちたいものです。なにせ、来る年の干支の

午（うま）は勢いや発展を象徴する干支らしく、新しいこ

とにチャレンジする格好の年だそうですから。 

 

 さて、「歳をとると頑固になる」という説と、「歳をとる

と丸くなる」という説はよく聞くところです。まったく正

反対の傾向をさしているのですが、果たしてどちらが正解

だと思いますか？実はどちらもあてはまるようです。 

 

 心理学的な研究では、「頑固になる」というのは、加齢

とともに認知機能の柔軟性がゆるやかに低下して新しい

ことを受け入れにくくなり、今まで身につけた行動様式を

変えたくなくなる、というのが、はたから見て頑固に見え

るそうです。何事につけても新しいやり方が次々と出てく

るのは社会の進歩ではありますが、これまでのやり方に慣

れていると、新しい変化を受け入れにくいことがありま

す。 

 

 一方、「丸くなる」というのは、人生経験を積む中で人

間関係のトラブルを避ける方法を身に着け、一歩下がって

無駄な争いを回避する知恵がついてくるからのようです。

また、子育てや仕事のプレッシャーもなくなることから丸

くなるともいわれています。 

 そのように、頑固になることと丸くなることはシニアの

皆さんがあわせもっている傾向なのでしょう。 

 ただ、これからの人生を考えると、丸くなる場面が多くな

ることを目指したいところです。慣れ親しんできた昭和の価

値観はいとおしく良いところもあるのですが、令和の時代に

即した価値観を受け入れる「丸さ」も必要だと思います。 

 その秘訣は、新しいことを受け入れる柔軟性を持つことで

す。自分の中にある「こだわり」が譲れないこだわりか、生

活様式上のさして影響のないこだわりか見直して、譲れない

こだわりは堅持しつつも、ちょっと丸く生きることを考えた

いものです。 

 

たとえば、コンプライアンスやハラスメントなどひと昔前

にはなかった言葉ですが、昭和の頃の好ましくない習慣に意

義を申し立てたものと言えるでしょう。ハラスメントだけで

も、パワハラ、セクハラ、モラハラ、カスハラ、アカハラ、

マタハラなどあり、他にもダイバーシティ、インクルージョ

ン、ジェンダー、クィア、ルッキズム、メンタルヘルス、ワ

ークライフバランスなど、価値観や人権に関する新しい言葉

が続々と使われるようになってきています。これらは、より

好ましい関係づくりを進める中で生まれてきたものです。そ

のような新しい行動様式をやんわりと受け入れる柔軟性を

持ちたいものです。こういうことへの理解も新年のチャレン

ジにしたいですね。 

 

なお、文中で多く使用したカタカナ語は、主に英語をその

ままカタカナにしたものです。今月から、そのように巷にあ

ふれているカタカナ語やアルファベット文字（ＩＣＴ、ＡＩ

など）を解説するコラムを通信の片隅に新しく設けましたの

で、そちらもぜひご覧ください。文中で使用した言葉もその

うち解説したいと思います。 

シーズネットの４つの理念 

「仲間づくり」･････会いたい人がいる      「居場所づくり」･･･行くところがある 

「役割づくり」･････することがある       「支え合い」･･･････豊かな高齢社会を迎えるために 

 シーズネットは、安心できる老後の人生を自らのパワーで創りだそうとする活動団体です。高齢者自身が自立し、主体

的な生き方を目指すグループづくり・ネットワークづくり・拠点づくりを中心とした事業を行っています。 

 自立とは、一人孤独に生きることではありません。互いに肩を寄せ合い、助け合う人間関係と場所が不可欠です。 

 豊かなシニア人生を一緒に創造しませんか。 

※ シーズネットのホームページの入会案内に詳しく掲載されています。是非一度ご覧ください。 


